








序言 

免疫複合体(IC)を介する組織障害の細胞性機序は,広く免疫病理学的左観点から研究され

ている。特に,in vitro で作製した ICを投与することによって artificial に,惹起した腎

炎に関しては,多くの病理組織学的知見が得られている。ところが,現在までになされてき

た実験系においては,IC を構成する抗体のアイソタイプの明確性および親和力の均一性を

欠いており,アイソタイプ,親和力と組織障害との関連をはっきり知ることが不可能であっ

た。そこで我々は,親和力が同じで,アイソタイプのみ異なるスイッチバリアント由来のモ

ノクローナル抗体を用いて ICを作製し,アイソタイプの相違がいかに腎炎惹起能力に影響

を及ぼすかを実験した。ここでは,cIassical complement pathway のみで補体を活性化す

る IgG2a クラスのモノクローナル抗体と,altemative complement pathway のみで補体を活

性化する IgE クラスのモノクローナル抗体を用いたIC で腎炎を惹起させ,その免疫組織学

的検索をおこなった。 


